
 

友達同士でのやり取りが増え、「○○ちゃんどうぞ」など子ども同士で関わり

を持ちながら、同じ遊びを楽しむようになってきています。その中で使いたい

玩具が一緒になり、取り合いになることも出てきました。使っている子には「○

○ちゃんも使いたいみたいだよ」と伝え、使いたかった子には、「今、○○君が

使っているよ」と相手の気持ちを言葉にして伝えています。「貸して」「いいよ」

という言葉のやり取りだけではなく、お互いの思いを受け止め、気持ちに気付

くことのできる関わりを大切にしています。 

 

 

 

令和６年 ９月 

 

 

「使ってるよ！使いたいの！」 

玩具の取り合いが起きた場面です。 

 


